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1. はじめに 

 3 次元都市モデルは都市景観計画や都市環境計画，

防災シミュレーションなどといった目的で作成さ

れ，その他にも幅広い分野での需要が高まってき

ている[1][2]．また，3 次元都市モデルを自動的に

生成する手法も目的ごとに様々な研究が行われて

いる．本研究グループでも地理情報システム

（GIS）を利用して，町並みモデルの自動生成を行

う研究を進めてきた．地理情報が書かれている GIS

データをプログラムに読み込ませ，モデリングソ

フトウェアで作成した家屋のプロトタイプモデル

と組み合わせて町並みモデルを生成するという手

法である[3]．また，この町並みモデルの自動生成

を行う研究は，江戸時代の京都を対象として行っ

てきた． 

本研究ではその自動生成技術を拡張して，東日

本大震災における津波被災地域の復興計画に基づ

いた町並みの自動生成を行うツールの開発を目的

としている． 
 

2. 3 次元都市モデル自動生成ツール 

本研究グループが自動生成ツールで使用してい

る GIS データと，自動生成を行う手法について説

明する． 
 

2.1  GIS データ 

 自動生成に入力する GIS データとしては，本研

究では敷地頂点データと呼ばれるものを使用して

いる．敷地頂点データは，敷地の各頂点と座標と

道からの距離，そして敷地の重心座標が記録され 

たものである（図 1）．敷地の正確な形状はわかる

が，間口が定まっていないため，求める必要があ

る． 

 
図 1：敷地頂点データ 

 

2.2  生成結果 

2.1 の GISデータとモデリングソフトウェアを使

用して作成したプロトタイプモデルを組み合わせ

て生成された 3 次元都市モデルを図 2 に示す． 
 

 
図 2：自動生成ツールで作成した町並みモデル 

 

3. 津波被災地域の町並みモデルの自動生成 

 津波被災地域の町並みモデルの自動生成を行う

ことで，被災地域の復興計画を支援することを目

的としている．また，自動生成を行う対象として，

宮城県三陸沖に位置する女川町を選択した．この

町は震災と津波の影響で町民の約 10％が死亡，建

物も約 68％が全壊という甚大な被害を受けたもの

の，比較的早い段階で復興計画案が立案されてい

る[4]．本研究では，女川町の被災前の町並みモデ

ルと復興計画に基づいた町並みモデルの生成を目

標としている．また，生成した町並みモデルの表

示には，Google Earthを使用している． 
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3.1  女川町の GIS データ 

 女川町の町並みモデルの自動生成に使用した GIS

データは，2.1 で説明した敷地頂点データである．

被災前の GIS データは国土地理院のホームページ

より基盤地図情報を取得し[5]，GIS データなどを

編集する ArcGIS というソフトウェアで自動生成を

行うために必要な情報を追加した．復興計画案の

GIS データは復興計画図を基に敷地情報などを追加

して作成した．その GIS データの主な構成要素を

表 1 に示す． 
 

表 1：GISデータの構成 

データ名 データ内容 

敷地 ID 敷地ごとに割り振られた ID 

敷地面積 敷地の面積 

重心の x座標値 敷地重心の位置情報 

重心の y座標値 敷地重心の位置情報 

区画 ID 区画ごとに割り振られた ID 

接続情報 敷地頂点の接続順 

頂点の x座標値 敷地頂点の位置情報 

頂点の y座標値 敷地頂点の位置情報 

頂点の z 座標値 敷地頂点の位置情報 

道からの距離 道から敷地頂点までの距離 

建物 ID 建物の種類ごとの ID 
 

3.2  女川町の家屋プロトタイプモデル 

 女川町のプロトタイプモデルとして，5 種類の家

屋モデルをモデリングソフトウェアで作成した．

それを図 3 に示す．家屋モデルは敷地形状に応じ

て使用するモデルを替えており，幅が奥行きの 1.5

倍以上の場合 2 種類，奥行きが幅の 1.5 倍以上の場

合 1 種類，その他 2 種類という内訳になっている． 
 

 
図 3：女川町の家屋プロトタイプモデル 

 

3.3  地盤モデル 

 女川町の自動生成において，本研究グループは 3

次元都市モデルを配置するための地盤モデルの作

成を行った．津波被災地域では，津波対策のため

に山や高台を切り開いてそこに町を復興させる案

が挙がっている．しかし，Google Earth には復興計

画の町並みモデルのための地盤は存在しない．そ

のため，TIN データを使用した地盤モデルの作成を

行った．TIN データとは地表面を三角形の集合で表

現したデジタルデータ構造で，各点の経度緯度座

標値や標高値などが記録されている．TIN データを

使用した被災前の地盤モデルを図 4 に示す． 

 
図 4：被災前の地盤モデル 

 

3.4  生成結果 

 3.1 と 3.2 と 3.3 のデータを組み合わせて生成され

た女川町の町並みモデルを図 5 に示す．なお，敷

地面積が 20 ㎡未満，または 1000 ㎡以上のものは一

般家屋と見做さずに，ポリゴンで表現している． 
 

 
図 5：女川町の被災前の町並みモデル 

 

4. おわりに 
 本研究では新たな自動生成ツールの開発として，

津波被災地域の町並みモデルを作成し，TIN データ

から作成した地盤モデルと組み合わせることで，

起伏のある地形での 3 次元都市モデルの生成を可

能とした．今回，図で示したのは被災前のものだ

けだが，GIS データと TIN データがあれば，3 次元

都市モデルを複数の計画案に基づいて，何通りも

生成することができる．それは今後他の町を対象

にして自動生成を行う際にも，同じことが言える． 
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